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はじめに
本稿の目的は、Arthur Symons（1865–1945）による詩 “Hallucination: I”1
を手がかりに、シモンズの詩人としての斬新な挑戦と先見性について再評
価を試みるものである。文芸批評集Th e Symbolist Movement in Literature 











“Hallucination: I”が収録されている London Nightsはシモンズにデカダ
ント詩人のイメージを強く印象づけることなった代表的詩集だろう。その
出版の二年前、1893年 11月には Harper’s New Monthly Magazineに “Th e 
Decadent Movement in Literature”を寄稿し、デカダンスを「新しくて美し
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いた。初版が出版された 1895年 5月とはOscar Wildeの有罪が確定した
時期でもある。その余波で世間一般のデカダントとよばれる人物への拒否
反応が激しくなった時期4でもあり、その影響をまともに受けた媒体のひ
とつが雑誌Th e Yellow Bookであった。シモンズが同誌に寄稿した複数の作
品の中でも、後に London Nightsに収録された “Stella Maris”は、詩人と行
きずりの女性との情事を想起させる一方で、カトリック教会では聖母とみ
























い詩のよせあつめに反映されている。」（“Pah!” Pall Mall Gazette, 2 Septem-





































One petal of a blood-red tulip pressed
Between the pages of a Baudelaire:
No more; and I was suddenly aware
Of the white fragrant apple of a breast
On which my lips were pastured; and I knew
Th at dreaming I remembered an old dream,
Sweeter than any fruit that fruit did seem,
Which, as my hungry teeth devoured it, grew
Ever again, and tantalized my taste.
So, vainly hungering, I seemed to see
Eve and the serpent and the apple-tree,
And Adam in the garden, and God laying waste
Innocent Eden, because man’s desire,
Godlike before, now for a woman’s sake
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Descended through the woman to the snake.
Th en as my mouth grew parched, stung as with ﬁ re
By that white fragrant apple, once so fair,
Th at seemed to shrink and spire into a ﬂ ame,
I cried, and wakened, crying on your name:






































































法、たとえば James Joyceが Dubliners （1914） において採用したエピファ
ニー、あるいは Virginia Woolf のTh e Mark on the Wall （1917）や Marcel 




























































が、1916年 12月 21日付の Times Literary Supplementにシモンズの Figures 












まずシモンズを very distinguished poetであるとはじめているところに、ウ
ルフの「詩人シモンズ」への尊敬あるいは共感が認められる。シモンズの
批評による具体的な説明、解説によって、新しい文学の可能性、夜明けを

























1 “Hallucination I”の初出については 1895, 1897と諸説あるが、筆者が調査した
限りでは、1901年とするのが妥当であろうと判断する。シモンズの代表的な選集の
ひとつ、Th e Collected Works of Arthur Symons（London: Martin Secker, 1924）あるい
は現在最も入手しやすい Selected Writings of Arthur Symons （NY: Routledge, 2003）で
同詩はLondon Nights（1895; 1897）の項に収録されていることから、この詩が1895～
7年頃には既に書かれていたと理解してしまうのも無理のない話である。しかし実
際に London Nightsを参照すると初版、第二版、いずれにも “Hallucination I”は収
録されていない。シモンズ研究者らによる包括的なシモンズ書誌 Arthur Symons: A 
Bibliography （Greensboro: ELT Press, 1990）によると、Poems by Arthur Symons （Lon-
don: William Heinemann, 1901）が “Hallucination I”の初出となっており、著者が




時点では既に “Hallucination I”は書かれており、かつシモンズの意志で London 
Nightsの詩のひとつとして 1901年以降追加されるようになったと考えるのが妥当で
あろう。しかし一方で、Th e Collected Works of Arthur Symons （Martin Secker: London 
1924）に収録されている “Hallucination I”は、London Nights （1897）の項に収録さ
れながらも「1906年 10月 13日」と詩の最後に記されており、その根拠が不明瞭
なままである。
2 一方で、1899年に出版されたTh e Symbolist Movement in Literatureの序文では、
デカダンスを否定的に振り返っている態度の変化がみてとれる。（4）
3 「ボードレールの語る群衆の中に浴する美学、これは私の為につくられた言葉
だ」とシモンズ自ら認めている。（London Aspects 19） 「シモンズはボードレールのパ
リをロンドンに発見した最初の英国詩人であろう」（Stange 491）
4 後にシモンズのTh e Symbolist Movement in Literature （1899）を出版したWilliam 
Heinemannも、『イエロー・ブック』の John Laneも当時の状況を鑑みてデカダン
トの色彩の濃い London Nightsの出版には難色を示したが、Leonard Smithersが出版
を引き受けた（Nelson, Publisher to Decadents 58）。
5 シモンズは 1893年のヴェルレーヌの英国滞在を世話し、ロンドンの宿として
自室を提供したり、ヴェルレーヌもこの滞在を綴った詩を送る等、親密な交際があっ
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